
学級規模
（Ｈ30）

学級数変化
（20年後）

学校数 区分

大規模
増 加 ２校 Ａ

横ばい ２校 Ｂ

標準規模

増 加 1校 C

横ばい 13校 Ｄ

減 少 17校 Ｅ

小規模

増 加 １校 Ｆ

横ばい ５校 Ｇ

減 少 １校 Ｈ

北部は
増加予測

南部は
減少予測

柏市立学校施設個別施設計画
概要版
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１ 目的，位置づけ，計画期間，対象施設

柏市立学校施設個別施設計画（以下「本計画」という。）は，上位計画である柏市公共施設等総合

管理計画に基づき，市内の学校施設の老朽化等の状況を把握し，施設の中長期的な維持管理等に係る費

用の縮減・予算の平準化を実現しつつ学校に求められる機能を確保するものです。

小学校・中学校・高等学校の６４校を対象とし，２０１６年度から２０５５年度までの４０年間を

４期に分け計画を策定します。

５ さらなる改善に向けて

編集・発行：柏市教育委員会学校教育部学校施設課
〒277‐8503 千葉県柏市大島田４８－１ 電話０４－７１９１－７３７９

６ 本計画の継続的運用方針

限りある予算の中で着実に本計画を実行するためには，さらなる経費縮減を図り，施設の縮減を行うこ

とが必要です。そこで，学校規模だけでなく，各学校をタイプⅠ～Ⅲに分類し，将来変化に応じた学校施

設の見直しを検討します。

学校適正規模を下回り一定の教育環境が維持できない場合には，学区再編や隣接校との集約化（統合）

などの検討を始めるとともに，余裕教室が発生する学校は減築や複合化を進めます。

情報基盤の整備と活用

適切な教育環境を維持するためには，継続的な調査により施設の状況を把握することが重要です。そ

のため，法令に基づいた定期点検とあわせた劣化状況調査を実施し，情報の更新や本計画の見直しに活

用します。

推進体制等の整備

本計画は，学校施設を所管する教育委員会が中心となって推進していきます。他の施設と複合化を検

討する場合は，より有効な活用が図れるよう関連部署と連携・協力しながら行います。

フォローアップ

学校教育を取り巻く環境の変化や，児童生徒数の動向など，将来変化を反映するため５年ごとに計画

の見直しを行います。また，上位計画である柏市公共施設等総合管理計画を踏まえ，本計画を市全体の

公共施設マネジメントの一環として進めていきます。

課題① 児童生徒数の変動傾向
＜地域によって異なる状況＞

課題③ 整備時期の集中

今後も増加傾向が続き，急増対策に優

先的に取り組む必要がある北部地域や，す

でに減少傾向となっており，余裕教室活用

や減築などの検討が必要な南部地域など，

学校施設や地域の状況によって対策が異な

ります。

図 2015年から2035年の人口変化

図 築年別整備状況

図 築40年で長寿命化改修を実施，築８０年に建替をした場合

築３０年以上経過した建物が全体の約

８０％を占め，老朽化が進んでいます。

安全性を確保しつつ，適切な教育環境

を維持するために，施設の老朽化対策が

重要な課題となります。

「築４０年で長寿命化改修（老朽化対

策）を行い，築８０年で建替る」と仮定す

ると，長寿命化改修，建替ともに整備時期

が集中し，短期間で多くの整備費用が必要

になります。

整備時期を分散させて平準化すること

が必要です。

２ 学校施設を取り巻く現状と課題

課題② 老朽化の進行
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築20年以上 323棟（84%） 39.5万㎡（86%）

対象建物

385棟
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（年度）

築30年以上 274棟（71%） 36.5万㎡（79%）
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児童生徒数の推移
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＜タイプ別方向性＞

変化の基軸

学級規模・児童生徒数変化

周辺公共施設の変化

活用状況変化

諸室保有状況の変化

地域変化

①

⑤

④

③

②

学級規模
（Ｈ30）

学級数変化
（20年後）

学校数 区分

標準規模

増 加 2校 Ⅰ

横ばい 7校 J

減 少 7校 K

小規模
増 加 2校 L

横ばい 3校 M

小

学

校

中

学

校

タイプⅢ

直近の増加対応として，増築
等教室不足への対応が必要

長寿命化改修にあわせて減築
または余裕教室の転用（複合
化）などの検討が必要

学校規模や教育環境の適正化
に向けた検討が必要

タイプⅠ

タイプⅡ

タイプⅢ

タイプⅡ

タイプⅠ

2018～2055
（38年間）の平均
46億円/年

緊急修繕費

大規模改修

長寿命化改修

施設整備費（実績）

2012～2017
（6年間）の平均
22.3億円/年
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長寿命化改修
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３ 学校施設整備方針

建替と長寿命化の併用による効率的な
施設整備

地域の実情に応じた効果的かつ
段階的な対策の実施

４ 学校施設長寿命化計画

• 築年数，改修履歴及び現地調査から，長寿命

化改修だけでなく建替を含めた整備方式を設

定し，優先順位をつけて効率的に実施

• 長寿命化改修を実施した学校施設は改修後

４０年使用

• 建物の目標使用年数は６０年から８０年へ延

長

• 増加予測校は，特別教室の転用や校舎の増築

により教室不足に対応

• 減少予測校は，余裕教室の転用や減築を実施

• 学校適正規模を外れ，一定の教育環境を維持

できない場合は，学校の分離新設，隣接校と

の集約化（統合）など，学校規模や教育環境

を適正化に向けた検討を実施

長寿命化のイメージ

新学習指導要領への対応等教育環境の充実

新学習指導要領に対応し主体的・対話的で深い

学びを実現するための教室整備を意識し，新たな

整備水準を設定

• ＩＣＴを活用した教育に対応可能な普通教室，

メディアセンターを整備

• 様々な教育に活用できる多目的教室を整備

• エレベーターや，スロープの設置などを実施

し，バリアフリー化によるインクルーシブ教

育へ対応

整備イメージ（普通教室）

整備イメージ（外部）

学校施設の有効活用（複合化・共用化）

• 余裕教室を有効活用できるよう教室配置を検

討

• こどもルームや図書館分館など他施設との複

合化や共用化について検討

• 用途ごとにセキュリティを分け，学校運営に

負担のないよう配慮

整備方式

校舎は学校単位で４つの整

備方式に区分します。築２０

年以内の学校と長寿命化に適

さない学校は大規模改修型と

します。（右表）

屋内運動場は全て長寿命化

改修を実施し，改修後４０年

使用します。

長期の整備費用

財政目標ラインを４０億円に設定し，長寿命化改修後４０年間建物を使用することを前提に整備費

用の想定を行ったところ，計画期間は概ね平準化でき，建替の集中も削減できました。

さらに，児童生徒数の実態に合わせた適正配置・適正規模化による費用削減を図り，財政目標ライ

ン内で本計画を実施するものとします。なお，財政目標ラインは，社会経済情勢の変化に伴う柏市の

財政状況により見直しをします。

校舎
整備方式

整備方針 整備内容

全体建替型 整備実施年に全ての棟を建替
児童生徒推計を反映させ、校舎の規模を決
定し，全棟の建替を行う。

長寿命化型
整備実施年に全ての校舎棟を
長寿命化

躯体の老朽化対策と、外部・内部の改修を
行い、機能向上を図る。また、増築・減築
等の検討を行う。

建替・
長寿命化
併用型

1971年以前の建築の棟は建
替、1971年以降の建築の棟
は長寿命化

建替建物は児童生徒推計を反映させ、校舎
の規模を決定。長寿命化建物は，躯体の老
朽化対策と、外部・内部の改修を行い、機
能向上を実施する。

大規模
改修型

大規模改修を実施し、
20年後に長寿命化 機能回復を主とし、劣化状況に応じた外

部・内部の改修を行う。大規模改修を実施し、
20年後に建替

天井

更新
（吸音石膏ボード）

照明

更新（LED照明）

床

更新（木質フローリング,
塩ビシート）

ロッカー

更新

パーティション

更新

黒板
更新（上下可動式）

壁

更新（再塗装）

掲示板
更新外部開口部

改修（アルミサッシ）
（複層ガラス,強化ガラス）

ガラス

更新（強化ガラス）

空調

改修（マルチエアコン）

屋上防水
（外断熱露出防水）

外壁（断熱化・塗装）

エレベーターの設置

スロープ等による段差解消

プール等の改修

給排水設備（受水槽・配管）

の更新・改修
トイレ（ドライ化・洋式化）

（億円）

40億円/年に抑える

現在

過去の
施設関連経費
22.3億円/年

建替

大規模改修

施設整備費
（実績）

長寿命化改修

トイレ，空調設備，給食室等の改修 （年度）

直近7年間
総額 260 億円

37 億円/年

17年間総額
716 億円

42 億円/年

27年間総額
1215 億円
45 億円/年

37年間総額
1618 億円

44 億円/年

経常修繕費

建替と長寿命化を併用する

築40年で機能向上を含む長寿命化改修を行い，築80年程度まで使用します。
中間年（築20・60年）で計画的に大規模改修を行い，長く安全に建物を使いま
す。

長寿命化改修

機
能
向
上

大規模改修
・屋上防水改修
・外壁改修
・設備機器更新
・劣化の著しい部位の
修繕、故障・不具合修繕等

機
能
回
復

機
能
回
復

・屋上防水改修
・外壁改修
・設備機器更新
・劣化の著しい部位の
修繕、故障・不具合修繕等

大規模改修

・開口部改修(サッシ交換)
・内部改修（学習形態への
対応）
・機能向上に伴う設備シス
テム変更・機器交換
（配管・配線類含む）
・バリアフリー改修
・防災・防犯改修
・省エネ化・高耐久改修

・構造躯体改修
・屋上防水改修
・外壁改修
・内部改修
・電気・給排水設備交換
・空調機器交換 等

機
能
回
復

整備スケジュール＜第１期～第４期＞

区分
校 舎 屋内運動場

小学校 中学校・高等学校 小学校 中学校・高等学校

第１期
（2019～2025）

７ 校 ３ 校 １２ 校 ９ 校

第２期
（2026～2035）

１５ 校 ４ 校 ２２ 校 ９ 校

第３期
（2036～2045）

１３ 校 ９ 校 ２ 校 １ 校

第４期
（2046～2055）

７ 校 ４ 校 ２ 校 １ 校

老朽化状況，棟の経年および，各棟の面積を勘案し，今後３７年間で財政目標ラインにおさまるよ

うに各学校の整備スケジュールを設定しました。整備スケジュールは，適正配置・適正規模化の検討

結果，柏市の財政状況及び本計画の進捗状況にあわせ，見直しをします。

第1期 第2期 第3期 第4期


